
180826～28 北アルプス・西穂高岳

続き・・・

独標～西穂間で 10の鋸状のピークあり、1峰が西穂、11峰が独標である

各ピークに名前（番号）のペイントあり、ここからが大変なルートだ

ピラミッドピーク（7峰）

6峰 ノコギリ状の岩の稜線



登山者はぐっと減る、しかし若い女性や、年寄り夫婦も登っている、皆は経験者の様子

中間地点のピラミッドピーク、7峰、2750ｍで休憩

チャンピオンピーク、4峰、2816ｍを過ぎると小ピーク（3峰、2峰）を巻いて、最後の急な登り

直下はフェイス状の、ちょっといやらしい登り（クサリが欲しいが、クサリなし）

振り返ると・・・ 西穂山頂に近づく

1050-1120 西穂高岳、2909ｍ

苦労して頂上に着く、岩場の緊張と、激しい登り下りで、かなり体力を消耗する



ジャンダルム、3163ｍと涸沢岳、3110ｍが見える

残念ながら奥穂は、ガスに隠れて見えなかった

朝に作ったジフィーズ・エビピラフ、しば漬け、鳥ささみのランチを食べる

頂上から奥穂高方面を見る

ジャンダルム 涸沢岳（左奥）



奥穂への稜線（さらなる難所） 独標は、遥か眼下

「職業が内科医です」という 50歳ぐらいの登山者としばし話をする

奥穂から縦走してきた人とも話をする「難易度は特に問題なかったです」「奥穂、ジャンダルムではガス

で何も見えなかったです」・・との情報

下りは慎重に下る、特に頂上直下は後ろ向きに注意して下った

下りからの独標の雄氏

1245 西穂高独標

昨年に宿泊した岳沢小屋や上高地が見えてきた

ここからの下りはホッとして、快適に下った



明神岳方面 岳沢小屋

1340 西穂高山荘

家内がテントキーパーをしてくれて待っていた

まずは無地に登頂を、缶ビールで乾杯

午後はテントで昼寝とゆっくり過ごす

寝ながら霞沢岳の雄姿が見える極楽テントサイト！



テントは 7-8張りと少なくなった

山荘の中には、女優、長澤まさみさんが、映画「ガク、岳」のロケで、撮影に来た当時の写真がありま



した、他のキャスト（小栗旬さん、市毛良枝さん）の写真はありませんでした、私はこの映画を数年前に

映画館で見ました、山岳救助隊員・長澤まさみさんの救助シーン、クレパスから遭難者を背負って、アイ

ゼン＆ピッケル＆バイルで氷壁を登るラストシーンは圧巻でした

霞沢岳 丸山

1800 夕食は、山荘の夕食を食べる

福島から来たご夫婦（キャンピングカーで来た）と話をする



8/28、天気：雨時々くもり

600 朝食は、山荘の朝食を食べる

名古屋から来たご夫婦と話をする

起床の時は霧であったが、朝食後、雨となった、雨具を付けてテントをたたむ

740 西穂高山荘発

雨の中を下る、時々雨がやみ、雨具をしまう

920－945 ロープウエィ上駅

みやげ物を買う



槍ヶ岳開山をした幡隆上人像 ロープウエィ駅に到着

帰りのロープウエイはガラスキだった

1000 ロープウエイ下駅

雨が強くなる

1100－1230平湯温泉

バスターミナルビルの 3階の温泉（600円）に入る

泉質よし、風呂が大きくすいていて、居心地が良かった

3日分の汗を洗い流して、１階のレストランで飛騨牛を美味しく食べた

1600 自宅着

感想：西穂高岳はロープウエィがあるので、気軽にアルプスが楽しめる良いところだ

山荘までのコースタイムが短いので、テントの重荷も苦にならなかった

西穂の稜線は登りがいがあった、岩場を楽しめた

テントサイトも最高であった

気軽に行けるので、もう一度、いや２-３度、西穂に行ってみたい


